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２０２１年度（令和３年度）経済研究所事業報告 

 

 

１．研究員総会 

 第 1回 研究員総会 

  日時：2021 年 5 月 10 日（月）～2021 年 5月 12 日（水） 

場所：メール審議 

報告：1．2020 年度決算について 

議題：1．2021 年度新研究員について 

   2．2021 年度運営委員の選出について 

   3．2022 年度叢書執筆プロジェクトの募集について 

 

 

第 2回 研究員総会 

  日時：2021 年 7 月 2日（金）～2021 年 7 月 9日（金） 

場所：メール審議 

議題：1．2021 年度特別セミナーについて 

 

 

第 3回 研究員総会 

  日時：2021 年 10 月 20 日（水）～2021 年 10 月 27 日（水） 

場所：メール審議 

報告：1．経済研究所所長選挙について 

議題：1．2022 年度予算について 

   2．2022 年度プロジェクトについて 

 

 

第 4回 研究員総会 

  日時：2021 年 11 月 22 日（月）～2021 年 11 月 29 日（月） 

場所：メール審議 

報告：1．研究員・特任研究員の登録・更新について 

   2．所長選挙について 

議題：1．予算申請を伴わない研究プロジェクトについて 

   2．次期所長選出 
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２．運営委員会 

第 1回 運営委員会 

日時：2021 年 4 月 7 日（水） 12 時 30 分～13時 00 分 

場所：経済学部会議室 

報告：1．2020 年度決算について 

議題：1．2021 年度新研究員について 

   2．2021 年度運営委員の選出について 

   3．2022 年度叢書執筆プロジェクトの募集について 

 

 

第 2回 運営委員会 

日時：2021 年 10 月 13 日（水） 12 時 20 分～12時 35 分 

場所：オンライン 

報告：1．研究所セミナーについて 

議題：1．2022 年度予算案について 

   2．2022 年度研究プロジェクトについて 

   3．叢書執筆プロジェクトについて 

 

 

第 3回 運営委員会 

日時：2021 年 11 月 17 日（水） 12 時 30 分～12時 45 分 

場所：オンライン 

報告：1．研究員・特任研究員の登録・更新について 

   2．所長選挙について 

議題：1．予算を伴わない研究プロジェクトについて 

 

 

 

2022 年 2月 7日（月）メールにて、2022 年 3 月 5日（土）に予定されていた特別セミナー

の開催をコロナ禍のため見送りたいとの申し出があった旨、報告がなされた。2022 年 6 月

18 日（土）あるいは 25日（土）のどちらかに延期することとした。 
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３．特別セミナー 

  2022 年 3 月 5 日（土）に開催予定であったが、コロナ禍のため 2022 年 6 月に延期と

なった。 

 

 

４．定例研究会 

  経済研究所セミナー 

日時：2022 年 1 月 21 日（金） 16 時 30 分～18時 

場所：オンライン 

演題：The Values of Export Promotion: A Case of Canton Fair during the SARS 

Epidemic 

 

日時：2022 年 1 月 28 日（金） 16 時 30 分～18時 

場所：オンライン 

演題：Consumers' Price Beliefs, Central Bank Communication, and Inflation 

Dynamics 

 

 

  八事セミナー 

  日時：2021 年 12 月 17 日（金） 16 時 30 分～18 時 

場所：オンライン 

演題：「生殖補助医療と平等––A.センの潜在可能性アプローチを手がかりに」 

「 Spatial Interdependence of Cost Efficiency in Local Governments: 

Development of an Interpretable Spatial Inefficiency Stochastic Frontier 

Model」 

 

 

５．広報活動 

HP の更新 

新着情報 

1．2021 年 4 月 1 日：メンバー紹介を更新 

2．2021 年 4 月 8 日：ディスカッション・ペーパーNo.2101 発行のお知らせ 

3．2021 年 5 月 26 日：年次報告書ページを更新 

4．2021 年 8 月 2 日：ディスカッション・ペーパーNo.2102 発行のお知らせ 

5．2021 年 12 月 6日：ディスカッション・ペーパーNo.2103 発行のお知らせ 

6．2022 年 1 月 6 日：研究員募集のお知らせ 
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  セミナー開催情報 

1．2021 年 10 月 25 日：第 1回八事セミナー2021 年 12 月 17 日（金）開催のお知らせ 

2．2021 年 11 月 1日：経済研究所セミナー2022 年 1 月 28 日（金）開催のお知らせ 

3．2021 年 11 月 25 日：経済研究所セミナー2022 年 1月 21 日（金）開催のお知らせ 

 

  刊行物 

ディスカッション・ペーパー 

  1．2021 年 4 月 2 日：No.2101  

  2．2021 年 8 月 2 日：No.2102 

    3．2021 年 12 月 6日：No.2103 

 

  事業報告書 

  1．2021 年 5 月 26 日：2020 年度 事業報告書 

 

６．出版 

  研究叢書  

第 28 輯「地域公共交通政策の新展開」 地域政策研究プロジェクト 編 

 

  ディスカッション・ペーパー 

1．No.2101 Akio Matsumoto Ferenc Szidarovszky Keiko Nakayama 

Optimal Output and Abatement Technology for Non-point Source Pollution 

under Ambient Charge: Simultaneous Decisions（April 2021） 

 

    2．No.2102 Akira Yakita and Donglin Zhang 

       Environmental policies in a differentiated oligopoly: a note（July 2021） 

 

    3．No.2103 Yoshitaka Ishino and Yoshihiro Tomaru 

    A Note on Leading Mergers with Free Entry（December 2021） 
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７．研究プロジェクト 

 P19001（3 年目／3 年計画） 国際経済学プロジェクト 

 近藤健児（研究員）・都丸善央（研究員）・斎藤佑樹（研究員） 

【活動報告】 

   3 年目は新型コロナウィルスの蔓延のために、年度当初予定していたメンバー間およ

び他大学へ出張しての研究打ち合わせは全く果たせていない。また同じく年度末に予

定していたワークショップで中間報告を行い、参加者から改善すべき点についての意

見を回収する目標も、新型コロナウィルスによる騒動で今年度においても研究会の開

催ができなくなり、断念することになった。リモートでの講義などで昨年度同様に従来

とは異なる業務にメンバー各人が忙殺していたこともあり、この 1 年間の研究は完全

にフリーズした。したがって予算も全く使用していない。もう 1 点あげるとすれば、そ

もそもの共同研究の研究課題が、アメリカの政権交代に伴って時代遅れなものになっ

たことも挙げられる。いまさら攻撃的貿易政策を議論することは学界の流れから見て

明らかに後手を踏むものである。 

 

 【研究成果概要】 

今年度の共同研究は停止しており、予算も使用していない。成果概要として記載する

内容は特にない。 

 

P19002（3 年目／3 年計画） 世代間問題の経済分析 

 釜田公良（研究員）・平澤 誠（研究員） 

鈴木伸枝（特任研究員）・佐藤 隆（特任研究員）・二神律子（特任研究員） 

 【活動報告】 

   研究員・特任研究員間の共同研究，および，研究員あるいは特任研究員の単独研究の

形でプロジェクトを遂行した．共同研究については，主に，次の２つのテーマで研究を

行った．                                 

（１）公的年金，遺産動機と家族の居住地選択                                   

（２）環境，出生率と最適税・補助金政策     

出張の自粛により対面の打合せを実施することができなかったため、オンライン会

議システムを利用した打合せを計 10 回程度行った。 

 

【研究成果概要】 

   今年度は，コロナ禍の中でオンラインによる研究打合せを実施したが、対面で打合せ

ができない影響は大きく、計画通りに研究を進めることができなかった。一定の分析結

果は得たが、研究成果を公表するまでには至らなかった。 
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８．2021 年度決算および 2022 年度予算 

 

研究所（上段）およびそのうちの研究プロジェクト（下段）の 2021 年度予算・決算お

よび 2022 年度予算は以下のとおりである。 

2021 年度予算・決算および 2022 年度予算 

         （単位：円） 

 2021年度 2022年度 

科   目 予     算 決     算 予     算 

消 耗 品 費 352,110 289,506 1,284,494 

旅 費 交 通 費 1,111,800 0 360,000 

通 信 運 搬 費 114,217 89,066 0 

図 書 資 料 費 87,720 0 0 

支 払 報 酬 費 100,000 0 630,000 

印 刷 製 本 費 2,603,450 2,437,600 385,300 

賃 借 料 11,500 11,165 11,500 

修 繕 費 100,000 20,691 50,000 

会  議  費 25,000 0 25,000 

ソ  フ  ト  費 10,000 0 10,000 

機 器 備 品 費 0 0 0 

保 守 諸 費 0 0 0 

図 書 4,000,000 3,986,999 4,000,000 

合    計 8,515,797 6,835,027 6,756,294, 

 

内 研究プロジェクト 2021 年度予算・決算および 2022 年度予算 

                      （単位：円） 

 2021年度 2022年度 

科   目 予     算 決     算 予     算 

消 耗 品 費 0 0 0 

旅 費 交 通 費 1,061,800 0 310,000 

会 議 費 0 0 0 

図  書  費 87,720 0 130,000 

そ の 他 調 整 0 0 0 

合    計 1,149,520 0 440,000 

 

※コロナ禍のため 2021 年度予算に 2020 年度研究プロジェクト予算未使用分繰り越し 
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９．研究所研究員・特任研究員の動向 

 

経済研究所は 2018 年度に経済学部附置から大学附置に移行した。それに伴い、経済学部

中心の仕組みではなく、経済学に関連する広い人材を集め、経済学の発展を理念として運営

する予定である。2021 年度には、研究員に新任教員の森本貴陽氏、塚本高浩氏、国際学部

の前田大輝氏の 3名が加わられ、特任研究員には古川雄一氏 1名が加わられた。 

また、2022 年 3 月末に研究員の山田光男先生が中京大学を定年退職されました。 
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１０．スタッフ紹介 

 

所 長          鈴木崇児 

 

研究員       阿部英樹  石井北斗  内田俊博*  梅村清英  大森達也 

（五十音順）    釜田公良  小林 毅*  近藤健児  斎藤佑樹  齊藤由里恵 

佐藤茂春  塚本高浩  椿 建也  都丸善央*  中山惠子   

西本和見  平澤 誠  深井大幹*  深堀遼太郎 福田勝文*  

古川章好  前田大輝  増田淳矢*  森本貴陽  山田光男 

                                         （*は研究所運営委員） 

 

監査委員     西村一彦 （国際学部） 

 

特任研究員    朝日幸代 （三重大学）     石川良文 （南山大学） 

（五十音順）   板谷和也 （流通経済大学）   稲葉和夫 （立命館大学） 

内田 晋 （茨城大学）     尾崎タイヨ（京都学園大学） 

   兼本雅章（共愛学園前橋国際大学）櫻井一宏 （立正大学） 

                佐藤 隆  （下関市立大学）      渋澤博幸 （豊橋技術科学大学） 

         白井正敏 （中京大学）     鈴木伸枝 （駒澤大学） 

鈴木雅勝  （城西大学）     高木 亮 （工学院大学） 

根本二郎  （名古屋大学）    藤川清史 （名古屋大学） 

二神律子  （中部学院大学）   古川雄一 （愛知大学） 

         松本昭夫 （中央大学）     森川浩一郎（近畿大学） 

焼田 党  （南山大学）     柳原光芳 （名古屋大学大学院） 

         Jan-Dirk Schmocker（京都大学大学院） 

 

 

研究所職員        櫻井 泉 
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〈 編集後記 〉 

 2021 年度も、コロナ禍で制約の多い中ではありましたが、プロジェクト研究、セミナー

の開催、研究叢書とディスカッション・ペーパーの発行など、活発な活動を行うことができ

ました。研究員・特任研究員の先生方ならびに各種セミナーでご協力いただいた方々にお礼

申しあげます。またこの場を借りて、献身的な仕事で研究所の運営を支えていただいている

職員の櫻井さんに感謝の意を表します。 

 2022 年度も引き続き活発な活動を予定しております。学外の方の参加もお待ちしており

ます。 

 (運営委員  平澤 誠) 

 


